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らも）移植に較べ使っているとは云い難い・

第2表　　収量及び収量構胱要素の比率（指数）

朋 様朋 要　 因
玄 米　 重 穂　　 数 穂　　 長 屑 米　 重

玄． 米

千 位 重

稔　 実　 調　 査
倒　 伏

1 植粒数 稔芙 歩合

対
3 6 1怨 125 85 i虚 105

63 163

66

湛　　　 直　 8 7 115 lj娘 描 ⑳ 101 4 1

移

植

平均 1王2 140 g7 46 1脇 55

36 103 1肪 き汀 鴇 lt貯
79 161

≡あ

比 乾　　　 直　 87 lUl lj翌 1妃 84 1叱 比

平均 102 114 紡 46 105 24

対 直

湛 比

3 6 48 t沿 泊 紡 1鵬

99 95

43

乾　　　 直　 3 7 78 97 96 146 97 43

平均 爵 紛 98 116 1佗 43

つまり直播栽培の収量を大きく支配する廣因は臆数で

あるとみられた．

次に両直播栽培を比較すると，乾田直権は諮年度に於

ては絶数不足によれ湛水直権の亜界に過ぎなく，祈年

匿は樵数減よりも登熟不良のため，鮎年匿程ではないが，

やはり湛水直拓の閥％で低収を示している・

1　倒伏抵抗性の差異

倒伏抵抗性姓，乾飢直結．湛水直格の様で，．湛水直格

は松元が不安定を上，過繁茂気味で通風二虐光が怒るい

せいか，樺が梢細く軟弱で，乾剛直権に比し．なびき易

い様に観察される．

4．　む　す　び

各故培法の生育柏の差異については上述の如くである

が，今後直掩栽培の試験を突放するに当って，1．湛水直

梅では由立歩合．有効垂歩合を高めて，生産能率の向上

を計る必要があり，倒伏要因の解析と其の防止法につい

ても検討しなければならない．2又乾田直播では初期生

育の促進法（施肥法，飽水時臥　整地法，後土の厚さ．

品種等）を解明し，生育を安定化した上で．後期の生育

召充実を計る必要があると思われる・

乾田直播におけるジシアン■ジアミドの施用について

佐々木　信　夫・鎌　田　義　孝

（岩手県巣試県南分地）

1．　ま　え　が　さ

乾田直稀においては，移植栽培に比して本田期間が長

く．かつ御朗の乾田状態の期間が長いために，施用窒素

が硝化作用をうけてその後の湛水切換え忙よ少流亡し易

く肥切れを摘果する卦それがあるので，その施用窒素の

肥効を持続させることが極めて重要であれ　このために

種々の遅効性肥料がと少挙げられている・

石灰窒素の施用もその一方法であるが．史にこの石灰

窒素の硝酸化成抑制作用の主体をなすところのジシ7ン

．ジ7ミl■そのものを施用した場合，乾田直播の水稲に

如何なる影響を及ぼすかを試験したので報告する・

この・ジシアン・ジアミドは硝化作用の抑制作用がある

、と共に作物体にとっても有害作用があるといわれておれ

・また石灰窒素肥料に研めから含有せられるものではなく・

土壌に施由後微量に生成されるもので，かつこのものは

畑状態ではその分解が遅く，水田状態では比較的速か忙

アンモニ7化成をかこして石灰窒素と同様の肥効を呈す

るといわれるものであるので，これらの点を考慮して試

験を実施した．

2．　試　験　方　法

L　供試圃場　岩手県江刺后愛宕

岩手農試県南分場水田圃場

2　土壌の特性　北上河鹿沖積土

徽砂賃埴壌土

乾田

a　試験規模1区16・5伊　9区2遵制

1　栽培条件　品種　トワダ

粂間盟膚X播巾10亡h

α当カ1．3戚播き

5　区名及び施肥量
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第1衣　　区　名　及　び　施　肥　量

区　 名

L 無 窒 素 区

a 硫 安 全 面 施 肥 区

施　　 肥　　 重　 く晦／〃） 備　　　　 考

ジ シ ア ン

0．5姶

0．25

A　 成

硫 安

2．㌘

＋1．m

1

3 ．98

u

6．35

5．92

5．92

1．湘

1．90

113

播 種 2 日前

全 面 全 愚 施 用

粂肥

a　 硫 安 側 条 施 肥 区 3．98 5．92 1．舗 113 側 粂 同 時 播 種

1 （讐 シ 7 警　 … 区 8．16

l

l

5．92 1．90 113 　 ′

播 種 1 週 間 前

已　 石灰 窒 素全 面 施肥 区 5．92 1．餅） 113 全 面 散 布

粂 肥

8　 石 灰 窒 素側 条 施肥 区
3．98 5．92 ・ 1．90 1 13 側 条 同時 播 種

7 （雪 誓 警　 … 区
8．16 5．92 1．的 113

′8 （雪誓 警 ミ 区

8 石 灰 窒 素 校 区

　←

3．ぴ t　　 o．12 5．92

5．92

1．90

1．淡）

113

113

状 複 □ 化 成　注 ジシアン ・ジ7 ミr N ・…・t吼 8 努

邑　耕種概要

耕妃：前年秋耕し一本年4月飢日堆肥撒布と同時に耕

うん枚で砕土，更に4月5・訪日に亘少人力で砕土・

施肥：側条施肥は5月4日作条施肥挽土した・全面施

肥は夫々備考糊の方法による・

播種：5月4日，作条・手指き後説土した・

湛水開始：6月は日

5．　鼓駿　結　果

第2衣　　　　生

L　生育状況

q）発芽：播種後やゝ低温気味であったが比較的降

雨に恵まれ水分砲給は願調で－このため心配された発芽

は当地方としては極めて良好で・播種後10日目には幾分

見えはじめたが，5月19・釦日の高温で一斉に出土した・

発芽状況には区間差はみられず約め％の発芽歩合を示

し，またクツ7ン・・ジミアドの添加によっても発芽及び

その後の生育には障害は全く謎められなかった・

¢）生育調査

再　調　査　成　績

区　　　　　 名

草　　　　 丈　　　　 華　　　　 数 梓　 長 稔　 艮 穂　 数 有効垂

歩 合
3／7 汐／7

CJl

46．4

茄／つ

亡耳

54．3

一生ク＿＿

本

町．3

些 7

本

61．3

型 竺

本

論こ0

労 0

q

鎚．5

65 0

用

16．8

16．9

本

43．0

王城．8

％

70．4

52．71　 無　 窒　 素　 区

C胤

】あ．1

え 硫 安 全 面 施肥 区

a 硫 安 側 条 施 肥 区

器．9

出．4

誰．4

52．0

a l．4

62．2

91．3

63．0

103．8

77．8
75．0 槌．1 17．6 49．5 63．6

A （讐 ン7 ヲ …　 区 糾．9

33 0

63．4

53 7

．　 73．6 団）．8 111．0 98．8 72．2 17．2 供．0 訂．6

62．b 65．0 81．5 79．0 64．9 17．5 讃）．3 61．7

已 石灰窒素全面施肥区

G 石灰窒素側条施肥区

三絡．6 65．2 72．5 95．5 116．3 1（ガ．5 母．5 17．1 鎚．3 58．6

7 （禦 窒素　 ≡　 区 あ．6 62．7 竹．5 94．0 111．5 1（打．5 71．8 17．4
62．3 55．8

シ′シ′7 ニ／

8 （吾灰窒素 ミ　 区
郡．4 伽．2 由．0 捜）．5 101．3 98．3 68，5 17．4 誘．0 55．2

シ′シ′7 ニ／

a 裏 芸 芸 莞慧　 区
離．4　　 61・9 71．6　　 85．3　 100 j l ！凱5 70．8 18．0 労．8 労．6

分業最盛期眉 7 月上旬に比施肥の影響が明郎 現れ・ るので・出植頗比当地方としては最適の時期である・

無窒素区は勿論，硫安側条施肥区及び石灰窒素全面施肥

区の草丈′茎数が劣るのK反し，硫安8＋ジシアン2区一

石灰窒素側条施肥区一石灰窒素8＋ジシ7ン2区はヤゝ

健少．その後生育の後半に入るK従ってこの傾向は益々

助長され，ジシアン・ジアミド添加区及び石灰窒素粒状

複合化成区は比較的肥効が持乾し・結局成黙鵬に於ても

これらの区が絶長、穂数共にヤゝ優った・

出絶閥は各区ともほゞ斉一で8月14日前後であったが・

移植観培の場合のフジミノリの出穂朋は8月2日であわ・

乾田直椿の吻合は丁度晩生種の出罷職とほほ一致してい

之　収量調査

玄米重に封いては，石灰窒素粒状複合化成区及び硫安

8＋ジシアン2区が最も優り，石灰窒素側粂施肥区及び

石灰窒素とジシアンの併用区が略同等でこれに次いでい

る．又全面散布の場合には硫安に較べ・石灰窒素が高い

収量を示した・

藁重においては，複合化成区及びジシ7ニ／添加区がヤ

ゝ高かった・

なお玄米千枚重は一般的にヤゝ低い値を示している・
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第3買　　収　一畳　調　査　成　績（〃当）

区　　　　　 名 全　 量 藁　 重
l 扁 加 重

l

玄 米 雲 枇　 重 屑 米 竃
収こ ‘量

指 数

玄 米

1 月重

玄 米

千 枚 重

L　 無　 窒　 素　　 区
KP 晦 K， Ky 晦 町 ％ g g
部 ．0 24 ．0 三五．9 ：　 3 ．2 1．0 0 ．4 m 7桝； a ．6

a　 硫 安 全 面 施 肥 区 97 ．5 44 ．0 4 7．0 l ぉ ．0 1．4 0 ．6 116 一得5 22 ．5

a　 硫 安 側 条 施 肥 区 紀 ．0 ■　　 35 ．0 4 0 ．8 1　 記 ．9 1．3 0 ．4 1（氾 綴遮 三2 ．7

4　 讐 シ 7 彗　 塁　 区 118 ．0　　　 嶺 ．0 55 ．1 44 ．5 2 ．0 0 ．9 135 乱11 望 ．1

邑　 石 灰 窒 素 全 面 施 肥 区 86 ．0　　 都 ．0 43 ．9 ！　 3 5．3 0 ．8 0 ．7 1（汀 釦1 2 ．0

6　 石 灰 窒 素 側 条 施 肥 区 111 ．0 鳴 ．5 52 ．6 】 姐 4 1．9 0 ．8 1汐 g ）3 男 ．0

7　 雪 空 苧 雪　 塁　 区 111 ・5 ∃　 弧 5 5 1．9 l　 42 ．1 2 ．4 0 ．7 ljB 弼 ：2 ．5

8　 ラ 讐 苧 警　 ≡　 区 】

111 ．0

と　 軋 0
5 1．9 42 ．0 3 ．2 0 ．7 1：迅 良治 22 ．9

a 裏 窓 書 籍 豊　 区
lこと、0

l

糾 ．5 5 5．6 45 ．2 l 2 ・6 0 ．7 1訂 郡 王2 ．2

a　土壌中の窒素の消長

湛水前にかいては，硫安の全面施肥区が初期より高濃

度に経過したが湛水直前頃には急激に低下してき，〟03

－〟は施肥後皿日日頃に増加しているが，これにジシア

ンを添加した4区は〃仇－〃も比較的高く，かつ硝酸化

成は明らかに抑舘はれでいる・石灰窒素の全面施肥区は施

肥後部日間住までは窒素量も多いがその後急激に減少し

て封カ，税の活動する時期には残存量も少くなっており，

このことはその後の生育相によく反映している・これに

反し．石灰窒素にジシアン・ジ7ミドを併用した場合に

は何れも怖－〃の残存量が多い上に．硝酸化晩は抑制

され〃03－〃の生成量は極めて少い．又ジシアン′添加量

が施用全窒素の1割施相によってその効果は明らかに置冨め

られる．石灰窒素粒状複合化成区も〃03－〟の生成は少

なく肥効が持続している．

湛水切換えによる〃03－〃の流亡は顕著で各区共に・

0．15呼前後と最少桓めて少くなっている・しかし州机‾

〃量は肥料の種効の差が明瞭に現われ，硫安8＋ジシア

ン2区，石灰窒素側粂施肥区．石灰窒素＋ジシアン区（

2割・1割添加共）並に複合化成区は6月中旬～7月上

旬まで8－5喝以上存在して封少，特K複合化成区では

その後7月下旬まで柵高く経過している・

このように6月中旬－7月上旬まで3－5噂以上昭一

－〃が存在していることは，この時朋は分環が最も旺盛

に行われる時期であることを考え合せると，極めて有意

であると患われる．

第4表　土壌中の窒素の消長（〃呼／100g乾土）

〔肱 － 〃 〕

区　　　　　 名
湛　　　　 水　　　　 前 湛　　　 水　　　 後

席　　 上 7／ち 15／／ち 王ら／ち 5／巧 2 1／旬 3／7 ：氾／ 7

1．08L　 無　　 慧　　 素　　 区 0．3 1 0．a） U．90 0．訪 0．7 1 0．94 0．％

え　 硫 安 全 面 施 肥 区 1．2） 5．㊥ 1．04 1．29 1 1．亜 1．68 1．詑

a　 硫 安 側 粂 施 肥 区 6．ミ拾 10．三男 8．駆 1．18 0 ．8 1 0．76 1．王箔

A （讐 シ 7 至　 ≡　 区 15．盟 7．77 3 ．7 1 2．一蛤 l　 2．％ 1．44 1．tp

昆　 石灰 窒 素全 面 施肥 区 8 ．お 5．60 0．沼 1．44 1．82 1．08 0．94

6　 石灰 窒素 側 条 施肥 区 8 ．6 4 7．47 1．馳 4．⑳ 8．42 1．70 1．94

7 （雷管 苧 雪　 …　 区
6．g 7 7．68 3．7P 4 ．4 3 毒　 3・釘 1．2 4 2．09

8 （ヲ竪 琴 雪　 号　 区
6．済 10．3 1 7．11 4 ．17 3．19 1．78 1．≦妙

a （鏑 書 鴇　 区
2．64 8．18 1．三好 2．‘汀 5．2 1 2．0 2 2．（裕



（返 東北農業研究　第6り

血　水稲の体内窒素浪度

水栃の塾展中の雀巌脳髄はト機中の窒素fi；：をよく反映

し．全く同様な傾向を示してお少，ジシ7ン、リアさ「

添加区及び瀕合化灰区が比較的高広檻に経過してレしる．

第5衣　水稲の体内賀来戯旺（〃％）

区　　　　　　 名 14／7 26．／7 】茹／／勺

L　 無　　 電　　 粛　　 区 1．74 1．01 0．40

之　 硫 安 全 面 施 肥 区 2 ．08 1．03 0．43

a　 硫 安 側 条 施 肥 区 1．紗 0．94 0 ．43

4　 讐 シ 7 警　 …　 区
2 ．70 1．55 0．44

邑　 石 灰 窒素全 面 施肥 区 1．92 1．05 0．40

6　 石 炊 窒素側 条 施肥 区 2 ．46 1．18 0．42

7　 雪 空 苧彗　 …　 区
2 ．鶉 1．測 0・42

a　 吾 讐 苧雪　 子　 区
2 ．16 1．10 0．42

a　 裏 窓 苦 花 璧　 区
2 ．72 1．40 0．47

1．　ま　え　が　書

以上の結果を要約すると東北地方北部の乾剛直拓とし

ては，

L　播種嘲前後の水分供給が重安であるが．比較的降

雨盛が多く．発芽は極めて良好であった．

a rl‾吹管素の中川或はこかとンシアン、ソ7ミトを

楢川しても，乾け伸二痛の水桶の発牙に技全く畔晋はみと

められなレヽ．

a・硫安の甲用では硝取化蚊の適性が大で，【1■灰賀来

の単用でも割合それが速かであり．肥効が持続し粘い．

4．硫安・石灰窒素の何れもジシアン、ジ7ミ　卜を併

用することにより硝酸化奴はほほ完全に抑制され．W一

一〃の代存量は湛水後も高く縫過しており，従って分礫

に対して趣めて効果的である．これによって垂赦ひいて

は総数が増加し．椎長も■約六で結局増収となっている．

良　従って玄米収愚にかいては，複合化屯区及び硫安

8＋ジシアン2区が巌も便り．石灰賀来とジシアンの用

用区がこれに次いでいる．又全面撒布の場合には硫安工

少石灰窒素の方が比較的高い収量を示した．

6　シシアン、ジアミドの添加量については．2割位

は必安と推正されるが，石灰窒素側粂肥に対するジシア

ンの添加は玄米重は殆ど形鬱は認められなかった．しか

し，黄色及び」二壌中の〟九一〃量よ少すれば添加した方

が効果的であれ　この点は商検討を要する．

脱　長野県農業試験墟

乾田直播における土壌処理除草剤の薬害について

佐藤　隆・渡辺和夫・後藤清三

（山形県農試）

1．　ま　え　が　舌

水稲の乾田直轄就培掟，妓械化と除草剤の全面利用に

よって最も省力的な栽培法として極めて注目されるとこ

ろである．しかしながら，まだ多くの間馳点があわ．本

栽培法に対する除草剤の研究は年次的にも日が浅く．ま

た一方乾田直轄叔培は，一般の畑地条件と呆れ　播種後

一定靭間を乾田としてその後湛水条件とするため．除革

剤の種類に上る作用性の相違から．土壌及び湛水時朗な

どによって初戦生育に薬害を発生する程度が異なるので，

その薬害発生の原因究明と．今后にかける適確な除草剤

を選定するために，2－3の除革剤を用い薬害について

試験を行った．その転乗について報告する．

2．　試験の方法

1　土壌の種類と増水法によるCArの薬害に関する報

（1）供託晶縫　オオトリ

e）供試土壌の種類

地　 質 土　 壌　 の　 分　 類 容水量 場　 所

沖積層
壌土

g
63．6 本　 地

礫含む砂壌土 瀞．6 東　 沢

洪積層
礫含む埴土 61．0 上　 山

′　軽しような 壌土（黒ポク） 77．4 神　 尾

8）播粒嘲　7月2日　艶土3旬

㈲　除草剤　C月丁を〃当少7．5g散布

6）砲水時敬及び方法

区　　　 別
満 水 時 間 ， 二方 法

2 ／／Ⅶ 7 ．／′Ⅶ 18 ／Ⅶ 8 ／Ⅶ 18 ／】Ⅹ

A 2 棄 期 潜 水 播　 種 （地 下 浸 水） l
0

8 4 薫 細 純 水 ■ ′ －
（透 水 潮 水 ト 一〇

C 自然 降 雨 港 水 ′ （自然 降 雨 潅 水 ト．H 中止 ） －


